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４．人口減少と高齢化により進行する課題 

（１）財政及び公共施設等の管理 

 

 

 

 

 

 

 

①財政の現状と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高齢化の進行により扶助費が大幅に増加する一方で、普通建設事業費の規模は縮小 

＜平成２４年度と平成３１年度の財政状況比較＞ 
資料：久留米市公共施設白書（平成２６年） 

 財政面・経済面で持続可能な都市経営を可能とするために、歳入・歳出の現状

や将来の見通しを把握、分析することは、本市の将来都市構造を検討する上で

重要な視点となります。 

 そこで、財政の健全性にかかる分析に向けて、公共施設・インフラの老朽化状

況及び維持更新費の将来の見通し社会保障費の推移等について整理します。 
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②公共施設※の老朽化の状況と見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大規模改修期の「築３０年超・４５年以下」が全体の４２％、今後大規模改修を

迎える「築１５年超・３０年以下」が全体の３０％ 

 令和９年（２０２７年）には、築３０年を超える施設が全体の７２％、令和１０

年（２０２８年）からの１５年間で全体の４２％の建て替え等が必要 

 公共施設の改修や建替えに必要な事業費は、今後４０年間の平均で約１１２億円

で普通建設事業費（年間１４０億円）の約８０％ 

 老朽化する施設の改修や施設建替が数十年にわたって続く 

＜公共施設の築年数の状況＞ 
資料：久留米市公共施設白書（平成２６年） 

※ 「久留米市公共施設白書（平成２６年）」で対象とする公共施設は、建築物を主体とする施設を対象とし
ており、道路、橋りょう、公園、上下水道などは「インフラ施設」として当該計画書の対象外 
対象とする公共施設は、具体的には市民会館、生涯学習センター、体育館、学校、保険・福祉センタ
ー、市営住宅、ごみ処理関連施設などです。 

(2008) (1988) (1998) (1978) (1968) (1958) (1948) 



久留米市立地適正化計画 資料編 

- 29 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：久留米市公共施設白書（平成２６年） 

令和９年度末 

Ｈ25～Ｒ9 

Ｒ10～Ｒ14 

(R5～) 
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（２）公共交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①交通行動の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 トリップ数（人の動き）は、平成１７年（２００５年）から令和７年（２０２５

年）にかけて減少 

 年齢層別には、高齢者の動きは５割増加し、非高齢者は３割減少 

 高齢者の増加等により、私用目的（買物、通院、娯楽等）の移動は増加が予測 

＜本市における人の動きの推移＞ 
資料：久留米市都市交通マスタープラン 

＜一人当たりのトリップ数＞ 
資料：久留米市都市交通マスタープラン 

 都市の骨格を構成すべき公共交通サービスについて、市民生活における利便性

や将来の持続可能性を分析することは、本市の将来都市構造を検討する上で重

要な視点となります。 

 公共交通の利便性を維持していくには、利用者の維持・増加が重要です。また、

居住誘導区域の設定にあたっては、都市機能等が集積する拠点へ公共交通によ

り容易にアクセスできることとされており、一定のサービス水準を有している

公共交通路線と地区別人口等との関係が重要となります。 

 そこで、公共交通路線・サービス水準の持続可能性の観点から、市民の公共交

通利用にかかる利便性の状況及び将来における利便性低下の見通しについて

整理します。 
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資料：久留米市都市交通マスタープラン 

＜人の動きの目的別構成推移＞ 
資料：久留米市都市交通マスタープラン 
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②交通手段の動向（公共交通の利用分担率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 徒歩、二輪車、公共交通（鉄道、バス）の利用構成は減少、自動車は増加傾向 

 将来、高齢者の増加により公共交通の利用構成が横ばい傾向となるも、総トリッ

プ数は減少 

＜人の動きの手段別構成推移＞ 
資料：久留米市都市交通マスタープラン 

＜人の動きの手段別推移＞ 
資料：久留米市都市交通マスタープラン 

公共交通 
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③バス・鉄道の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 路線バス利用者数、一日当たりの運行回数は減少傾向、赤字補助額は増加傾向 

 鉄道利用者数は、久留米市全体では増加と減少傾向を繰り返し、平成２５年（２

０１３年）から平成２６年（２０１４年）にかけてやや減少 

 ＪＲ鹿児島本線は増加傾向、ＪＲ久大線は平成２５年（２０１３年）までは増加

傾向でその後横ばい、西鉄天神大牟田線は増加、減少を繰り返し平成２５年（２

０１３年）から平成２６年（２０１４年）にかけてやや減少、西鉄甘木線は概ね

横ばい傾向 

＜バスの運行回数及び赤字 
補助額の推移＞ 

資料：久留米市統計書他 

＜鉄道網と各路線別乗降客数の推移＞ 
資料：久留米市統計書 
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④公共交通網及び基幹公共交通徒歩圏域等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市の公共交通網は、九州新幹線及びＪＲ鹿児島本線、ＪＲ久大本線、西鉄天神

大牟田線、西鉄甘木線の鉄道を有するほか、市内外の地区を結ぶ路線バス網によ

り形成 

 この中で、約２５％にあたる市民が、公共交通の徒歩圏域外に分布 

＜公共交通徒歩圏域図＞ 
資料：国勢調査、国土数値情報他 

基幹公共交通徒歩圏域： 
鉄道駅から 800ｍ圏内或いはバス停（運行本数 30 本/日
以上）から 300ｍ圏内の地域 

 
基幹公共交通以外の公共交通徒歩圏域： 

バス停（運行本数 30 本/日未満）から、300ｍ圏内の地域 
 
公共交通徒歩圏域外： 

上記以外の区域 
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（３）中心市街地 

 

 

 

 

 

 

 

①事業所数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②空き店舗の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 企業数、事業所数、従業者数ともに、県内第３位（平成２４年（２０１２年））

で筑後地域の中心都市となる 

 事業所数は減少傾向にあったが、平成２４年（２０１２年）以降は、久留米市全

体で増加、中心市街地で横ばい 

＜事業所数の推移＞ 
資料：事業所・企業統計調査（平成８年～１８
年）、経済センサス（平成２１年～２６年） 

＜久留米市中心商店街空き店舗の推移＞ 
資料：中心市街地活性化基本計画 

 中心市街地の空き店舗率は平成２１年（２００９年）２７％をピークに減少して

いるが、約２０％を前後に横ばい 

 都市の骨格を構成すべき中心市街地について、利便性や将来の持続可能性を分

析することは、本市の将来都市構造を検討する上で重要な視点となります。 

 様々な都市機能が集積する中心市街地の衰退は、居住や経済活動の場としての

機能が維持できなくなる恐れがあります。 

 そこで、都市の持続可能性等の観点から、中心市街地の現状や地価の推移等に

ついて整理します。 
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③居住者数・歩行者交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：歩行者通行量調査（毎年度 7 月最終日曜日
(10 時～19 時)実施） 
※調査主体：久留米商工会議所 
※調査対象：観測地点 24 地点のうち 5 地点（西鉄久留米
駅東口、駅前商店街、一番街、あけぼの商店街、六ツ門商
店街） 

＜中心商店街の歩行者交通量の推移＞ 
 

 中心市街地の歩行者数は平日・休日ともに減少し、平成２６年（２０１４年）の

休日通行量は、平成３年（１９９１年）の約１５％ 

 居住者数は、平成１５年（２００３年）以降増加傾向にあり、中心市街地に人は

増えているが、中心市街地に訪れる人は減少 

 特に、平成１８年（２００６年）以降、平日交通量が休日交通量を上回っており、

中心市街地を歩く人の多くが通勤・通学者と考えられ、休日の賑わいが低下 

＜中心市街地の人口推移＞ 
資料：住民基本台帳（各年 10 月 1 日） 
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④地価の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市の地価は、低下減少傾向となっており、久留米中心地域でその傾向が顕著 

＜地域別の地価の推移＞ 
資料：地価公示、福岡県地価調査 

 本市の将来都市構造を検討する上で重要な視点となる、地価の状況について整

理します。 

 地価の減少は、税収の維持に影響が及ぶなど、都市の持続可能性において様々

な問題を生じさせることが想定されます。そこで、本市の地価の現状について

整理します。 
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参考：大規模商業施設の立地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中心市街地区域外において、3,000 ㎡以上の大型商業施設が立地 

 久留米市周辺市町においても、1 万㎡以上の大型商業施設が多数立地 

資料：平成 24 年都市計画基礎調査他 

ＤＣＭダイキ上津店 

サンリブ久留米 

リベール 

岩田屋・久留米店 エマックス・クルメ 

明治屋ジャンボ市 

久留米インター店 

マミーズ・久留米インター店 
マックスバリュ久留米西店 

スポーツデポ久留米櫛原店 

ホームセンターサカモト 

ホームプラザナフコ旗崎店 

ヤマダ電機久留米中央店 

ゆめタウン久留米店 

グッデイ久留米店 

くるめりあ六ツ門 

ベスト電器久留米本店 
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